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(54)【発明の名称】 体温監視システム

(57)【要約】
【課題】  毎日の入院患者の体温測定及びその管理を容
易に行える体温監視システムを提供する。
【解決手段】  病棟１における１つのナースセンタ１ｂ
が管理する５つの病室１ａを体温監視領域５として各病
室１ａに配置された各ベッド２に読み取り装置１２を取
り付けると共にナースセンタ１ｂに監視装置１３を設置
し、各読み取り器１２と監視装置１３とを有線接続す
る。さらに、体温検出用の温度センサを備えた小型のト
ランスポンダ１１を各患者３の体温検出に適した箇所に
接着布などを用いて貼り付ける。監視装置１３からの命
令信号によって各読み取り器１２を動作させて質問信号
を送信し、トランスポンダ１１からの応答信号に含まれ
る体温の検出結果を監視装置１３によって収集し、検出
結果を表示および保存する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  入院施設の所定監視領域内における複数
の入院患者の体温を監視する体温監視システムであっ
て、
各入院患者の身体表面の所定箇所に少なくともセンサ部
が密接するように入院患者の身体に設けられワイヤレス
で質問信号を受信して応答信号を送信する複数のトラン
スポンダと、
各入院患者のベッド若しくはベッド近傍位置に設けられ
前記トランスポンダに対して前記質問信号を送信しワイ
ヤレスで前記応答信号を受信する複数の読み取り器と、
該読み取り器の全てに接続された監視装置とを備え、
前記トランスポンダは、
入院患者の体温を検知し電気信号に変換して出力する前
記センサ部と、
前記質問信号を受信する受信部と、
前記質問信号を受信したときに前記センサ部から出力さ
れた電気信号に基づく検出結果と自己に固有の識別情報
とを含めた前記応答信号を生成する中央処理部と、
前記応答信号を送信する送信部とを有し、
前記読み取り器は、
前記質問信号を送信する送信部と、
前記応答信号を受信する受信部と、
前記質問信号を生成すると共に前記トランスポンダから
受信した前記応答信号から前記検出結果と前記識別情報
とを抽出する抽出処理手段と、
該抽出処理手段によって抽出された前記検出結果と前記
識別情報とを前記監視装置に送信する送信手段とを有
し、
前記監視装置は、
各読み取り器から前記検出結果と前記識別情報とを受信
する受信手段と、
該受信した前記検出結果と前記識別情報とを表示する表
示手段とを有していることを特徴とする体温監視システ
ム。
【請求項２】  前記トランスポンダと前記読み取り器と
の間の通信を小高周波電力の電磁波を介して行うことを
特徴とする請求項１に記載の体温監視システム。
【請求項３】  前記電磁波の周波数が１２５ｋＨｚ帯の
周波数に設定されていることを特徴とする請求項２に記
載の体温監視システム。
【請求項４】  前記トランスポンダと前記読み取り器と
の間の通信を超音波を介して行うことを特徴とする請求
項１に記載の体温監視システム。
【請求項５】  前記読み取り器と前記監視装置との間が
有線接続されていることを特徴とする請求項１に記載の
体温監視システム。
【請求項６】  前記読み取り器と前記監視装置との間が
インターホン回線によって接続されていることを特徴と
する請求項１に記載の体温監視システム。
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【請求項７】  ナースセンターの管理領域を前記監視領
域と成し、前記監視装置が前記ナースセンターに配置さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の体温監視シ
ステム。
【請求項８】  入院室内を前記監視領域と成し、前記監
視装置が前記入院室の入り口近傍に配置されていること
を特徴とする請求項１に記載の体温監視システム。
【請求項９】  前記監視装置は前記読み取り器に対して
検出命令を送信する手段を有し、前記読み取り器は前記
検出命令を受信したときに前記質問信号を送信する手段
を有していることを特徴とする請求項１に記載の体温監
視システム。
【請求項１０】  前記監視装置は、時計と、検出時刻設
定手段と、前記時計による計時が前記検出時刻に一致し
たときに前記検出命令を自動的に送信する手段を有して
いることを特徴とする請求項１に記載の体温監視システ
ム。
【請求項１１】  前記監視装置は、時計と、該時計が示
す時刻に基づいて読み取り器から前記検出結果を受信し
た時刻を検出する手段と、該検出時刻情報と前記検出結
果と前記識別情報とを対応付けて記憶する記憶手段とを
備え、前記表示手段は前記検出時刻と前記識別情報に対
応づけて前記検出結果を表示することを特徴とする請求
項１に記載の体温監視システム。
【請求項１２】  前記監視装置は、入院患者の氏名及び
生年月日と前記識別情報とを対応付けて記憶する記憶手
段を備え、前記表示手段は前記入院患者の氏名及び生年
月日と前記識別情報に対応づけて前記検出結果を表示す
ることを特徴とする請求項１に記載の体温監視システ
ム。
【請求項１３】  前記トランスポンダは、書き換え可能
なメモリと、前記質問信号によって書き込み命令と共に
書き込み対象情報を受信したときに書き込み対象情報を
固有情報として前記メモリに書き込む手段を有し、前記
トランスポンダの中央処理部は前記メモリに記憶されて
いる前記固有情報を含めた応答信号を生成する手段を有
し、
前記読み取り器の前記抽出処理手段は受信した応答信号
から前記検出結果と前記識別情報とともに前記固有情報
を抽出する手段を有し、前記送信手段は該抽出された検
出結果と識別情報と固有情報とを前記監視装置に送信す
る手段を有し、
前記監視装置の前記受信手段は各読み取り器から前記検
出結果と識別情報と固有情報とを受信する手段を有し、
前記表示手段は該受信した検出結果と前記識別情報と固
有情報とを表示する手段を有し、
さらに、前記トランスポンダに対して前記書き込み命令
と共に書き込み対象情報を含めた質問信号を送信する書
き込み手段を備えたことを特徴とする請求項１に記載の
体温監視システム。
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【請求項１４】  前記トランスポンダの書き換え可能な
メモリには、該トランスポンダを所有する入院患者の氏
名と生年月日が記憶されていることを特徴とする請求項
１３に記載の体温監視システム。
【請求項１５】  前記トランスポンダの重量が１０グラ
ム以下に設定されていることを特徴とする請求項１に記
載の体温監視システム。
【請求項１６】  前記監視装置に、各読み取り器に固有
の読み取り器識別情報を記憶する記憶手段と、該読み取
り器識別情報を含めた検出命令を読み取り器に対して送
信する手段とを設けると共に、
前記読み取り器に、自己の読み取り器識別情報を記憶す
る手段と、前記受信した検出命令に含まれる読み取り器
識別情報と自己が記憶する読み取り器識別情報とを比較
してこれらが一致したときに質問信号を送信する手段と
を設けたことを特徴とする請求項１に記載の体温監視シ
ステム。
【請求項１７】  前記監視領域を２つ以上に分割した小
監視領域毎に、該小監視領域内に配置されている全ての
読み取り器と前記監視装置との間に有線接続された中継
装置を設けると共に、
前記監視装置に、検出指示命令を中継装置に対して送信
する手段を設けると共に、
前記中継装置に、前記検出指示命令を受信したときに各
読み取り器に対して検出命令を送信する手段と、各読み
取り器から受信した情報を前記監視装置に送信する手段
とを設け、
前記読み取り器は前記検出命令を受信したときに前記質
問信号を送信する手段を有していることを特徴とする請
求項１に記載の体温監視システム。
【請求項１８】  前記監視領域を２つ以上に分割した小
監視領域毎に、該小監視領域内に配置されている全ての
読み取り器と前記監視装置との間に有線接続された中継
装置を設けると共に、
前記監視装置に、各中継装置に固有の中継識別情報を記
憶する記憶手段と、該中継識別情報を含めた検出指示命
令を中継装置に対して送信する手段とを設けると共に、
前記中継装置に、自己の中継識別情報を記憶する手段
と、前記受信した検出指示命令に含まれる中継識別情報
と自己が記憶する中継識別情報とを比較してこれらが一
致したときに各読み取り器に対して検出命令を送信する
手段と、各読み取り器から受信した情報を前記監視装置
に送信する手段とを設け、
前記読み取り器は前記検出命令を受信したときに前記質
問信号を送信する手段を有していることを特徴とする請
求項１に記載の体温監視システム。
【請求項１９】  前記トランスポンダは接着布によって
入院患者の身体に貼り付けられていることを特徴とする
請求項１に記載の体温監視システム。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、病院や老人ホーム
などの入院施設内における複数の入院患者の体温を集中
監視可能な体温監視システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、病院や老人ホームなどの入院施設
においては、入院患者の病状判断のために毎日定刻に入
院患者の体温を測定している。この体温測定に際しては
看護婦が各入院患者のベッドを回って体温測定を行いそ
の測定結果を記録している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、入院患
者は年々増える一方であり看護婦の数が不足している。
このため、毎日の体温測定に多くの時間を費やしている
ので、これ以外の仕事にかける時間が不足していた。
【０００４】本発明の目的は上記の問題点に鑑み、毎日
の入院患者の体温測定及びその管理を容易に行える体温
監視システムを提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明は上記の目的を達
成するために請求項１では、入院施設の所定監視領域内
における複数の入院患者の体温を監視する体温監視シス
テムであって、各入院患者の身体表面の所定箇所に少な
くともセンサ部が密接するように入院患者の身体に設け
られワイヤレスで質問信号を受信して応答信号を送信す
る複数のトランスポンダと、各入院患者のベッド若しく
はベッド近傍位置に設けられ前記トランスポンダに対し
て前記質問信号を送信しワイヤレスで前記応答信号を受
信する複数の読み取り器と、該読み取り器の全てに接続
された監視装置とを備え、前記トランスポンダは、入院
患者の体温を検知し電気信号に変換して出力する前記セ
ンサ部と、前記質問信号を受信する受信部と、前記質問
信号を受信したときに前記センサ部から出力された電気
信号に基づく検出結果と自己に固有の識別情報とを含め
た前記応答信号を生成する中央処理部と、前記応答信号
を送信する送信部とを有し、前記読み取り器は、前記質
問信号を送信する送信部と、前記応答信号を受信する受
信部と、前記質問信号を生成すると共に前記トランスポ
ンダから受信した前記応答信号から前記検出結果と前記
識別情報とを抽出する抽出処理手段と、該抽出処理手段
によって抽出された前記検出結果と前記識別情報とを前
記監視装置に送信する送信手段とを有し、前記監視装置
は、各読み取り器から前記検出結果と前記識別情報とを
受信する受信手段と、該受信した前記検出結果と前記識
別情報とを表示する表示手段とを有している体温監視シ
ステムを提案する。
【０００６】該体温監視システムによれば、各入院患者
の身体表面に付設されたトランスポンダのセンサ部によ
って該入院患者の体温が検知される。この検知された体
温は電気信号に変換され、該電気信号に基づく検出結果
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が中央処理部によって生成されると共に、該検出結果と
トランスポンダに固有の識別情報とを含む応答信号が生
成される。さらに、前記トランスポンダは、前記読み取
り器の送信部から送信された質問信号を受信したときに
前記応答信号を送信する。読み取り器は各入院患者のベ
ッド近傍に配置され該ベッドに横たわる入院患者が付帯
したトランスポンダとの間のワイヤレスな通信を行う。
読み取り器では、受信部によって応答信号が受信され、
抽出処理手段によって該応答信号に含まれる検出結果と
識別情報が抽出されてこれらが送信手段によって監視装
置へ送信される。監視装置では、各読み取り器から送信
された検出結果と識別情報が受信手段によって受信さ
れ、これらが表示手段によって表示される。これによ
り、前記監視領域内に配置されているベッドに割り当て
られた全ての入院患者の体温を自動的に測定し、その測
定結果を監視装置を用いて把握することができる。
【０００７】また、請求項２では、請求項１に記載の体
温監視システムにおいて、前記トランスポンダと前記読
み取り器との間の通信を小高周波電力の電磁波を介して
行う体温監視システムを提案する。
【０００８】該体温監視システムによれば、前記トラン
スポンダと前記読み取り器との間の通信が医療用電子機
器への影響がない小高周波電力の電磁波を介して行われ
る。
【０００９】また、請求項３では、請求項２に記載の体
温監視システムにおいて、前記電磁波の周波数が１２５
ｋＨｚ帯の周波数に設定されている体温監視システムを
提案する。
【００１０】該体温監視システムによれば、医療用電子
機器に対する影響が少ない１２５ｋＨｚ帯の周波数の電
磁波を用いて前記トランスポンダと読み取り器との間の
通信が行われる。
【００１１】また、請求項４では、請求項１に記載の体
温監視システムにおいて、前記トランスポンダと前記読
み取り器との間の通信を超音波を介して行う体温監視シ
ステムを提案する。
【００１２】該体温監視システムによれば、前記トラン
スポンダと前記読み取り器との間の通信が医療用電子機
器への影響のない超音波を介して行われる。
【００１３】また、請求項５では、請求項１に記載の体
温監視システムにおいて、前記読み取り器と前記監視装
置との間が有線接続されている体温監視システムを提案
する。
【００１４】該体温監視システムによれば、前記読み取
り器から送信された前記検出結果と識別情報は有線を介
して前記監視装置に電送される。
【００１５】また、請求項６では、請求項１に記載の体
温監視システムにおいて、前記読み取り器と前記監視装
置との間がインターホン回線によって接続されている体
温監視システムを提案する。
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【００１６】該体温監視システムによれば、前記読み取
り器から送信された前記検出結果と識別情報はインター
ホン回線を介して前記監視装置に電送される。このた
め、各ベッドとナースセンターとの間を結ぶ既存のイン
ターホン回線を用いることができる。これにより、本体
温監視システムを低コストで容易に導入することができ
る。
【００１７】また、請求項７では、請求項１に記載の体
温監視システムにおいて、ナースセンターの管理領域を
前記監視領域と成し、前記監視装置が前記ナースセンタ
ーに配置されている体温監視システムを提案する。
【００１８】該体温監視システムによれば、ナースセン
ターに配置された前記監視装置によって該ナースセンタ
ーの管理領域内の全ての入院患者の体温が監視される。
【００１９】また、請求項８では、請求項１に記載の体
温監視システムにおいて、入院室内を前記監視領域と成
し、前記監視装置が前記入院室の入り口近傍に配置され
ている体温監視システムを提案する。
【００２０】該体温監視システムによれば、入院室の入
り口に配置された前記監視装置によって該入院室内のベ
ッドに割り当てられた入院患者の体温が監視される。
【００２１】また、請求項９では、請求項１に記載の体
温監視システムにおいて、前記監視装置は前記読み取り
器に対して検出命令を送信する手段を有し、前記読み取
り器は前記検出命令を受信したときに前記質問信号を送
信する手段を有している体温監視システムを提案する。
【００２２】該体温監視システムによれば、前記監視装
置から読み取り器に対して検出命令が送信され、該検出
命令が前記読み取り器によって受信されたときに読み取
り器から前記質問信号が送信される。例えば、前記監視
装置の動作プログラム或いは監視装置を操作する看護婦
によって所定の時刻のみに且つ必要最小限に前記検出命
令を送信することが可能であり、読み取り器とトランス
ポンダとの間の通信を電磁波を用いて行う場合には前記
読み取り器から常時電磁波が送信されることがない。
【００２３】また、請求項１０では、請求項１に記載の
体温監視システムにおいて、前記監視装置は、時計と、
検出時刻設定手段と、前記時計による計時が前記検出時
刻に一致したときに前記検出命令を自動的に送信する手
段を有している体温監視システムを提案する。
【００２４】該体温監視システムによれば、前記検出時
刻設定手段によって設定した時刻にのみ前記監視装置か
ら前記読み取り器に対して前記検出命令が自動的に送信
される。
【００２５】また、請求項１１では、請求項１に記載の
体温監視システムにおいて、前記監視装置は、時計と、
該時計が示す時刻に基づいて読み取り器から前記検出結
果を受信した時刻を検出する手段と、該検出時刻情報と
前記検出結果と前記識別情報とを対応付けて記憶する記
憶手段とを備え、前記表示手段は前記検出時刻と前記識
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7
別情報に対応づけて前記検出結果を表示する体温監視シ
ステムを提案する。
【００２６】該体温監視システムによれば、前記読み取
り器から送信された検出結果と識別情報を受信すると、
前記監視装置では、時計が示す時刻が検出されて検出時
刻情報とされ前記受信した検出結果と識別情報と共にこ
れらが対応付けられて記憶される。さらに、前記表示手
段によって前記検出時刻と前記識別情報に対応づけて前
記検出結果が表示される。
【００２７】また、請求項１２では、請求項１に記載の
体温監視システムにおいて、前記監視装置は、入院患者
の氏名及び生年月日と前記識別情報とを対応付けて記憶
する記憶手段を備え、前記表示手段は前記入院患者の氏
名及び生年月日と前記識別情報に対応づけて前記検出結
果を表示する体温監視システムを提案する。
【００２８】該体温監視システムによれば、前記監視装
置の記憶手段には入院患者の氏名及び生年月日と前記識
別情報とが対応付けて記憶されている。さらに、前記読
み取り器から送信された検出結果と識別情報を監視装置
が受信すると、前記監視装置では、前記表示手段によっ
て、前記記憶されている入院患者の氏名及び生年月日が
前記受信した検出結果と識別情報に対応付けられて表示
される。
【００２９】また、請求項１３では、請求項１に記載の
体温監視システムにおいて、前記トランスポンダは、書
き換え可能なメモリと、前記質問信号によって書き込み
命令と共に書き込み対象情報を受信したときに書き込み
対象情報を固有情報として前記メモリに書き込む手段を
有し、前記トランスポンダの中央処理部は前記メモリに
記憶されている前記固有情報を含めた応答信号を生成す
る手段を有し、前記読み取り器の前記抽出処理手段は受
信した応答信号から前記検出結果と前記識別情報ととも
に前記固有情報を抽出する手段を有し、前記送信手段は
該抽出された検出結果と識別情報と固有情報とを前記監
視装置に送信する手段を有し、前記監視装置の前記受信
手段は各読み取り器から前記検出結果と識別情報と固有
情報とを受信する手段を有し、前記表示手段は該受信し
た検出結果と前記識別情報と固有情報とを表示する手段
を有し、さらに、前記トランスポンダに対して前記書き
込み命令と共に書き込み対象情報を含めた質問信号を送
信する書き込み手段を備えた体温監視システムを提案す
る。
【００３０】該体温監視システムによれば、所定情報を
前記書き込み対象情報として前記書き込み命令と共に前
記質問信号に含めて前記書き込み手段によって送信する
ことにより前記トランスポンダの書き換え可能なメモリ
に記憶される。これにより、前記入院患者に固有の情報
を前記トランスポンダのメモリに前記固有情報として記
憶させておくことができる。該固有情報は応答信号に含
められて前記トランスポンダから読み取り器に送信され
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る。さらに、応答信号を受信した読み取り器によって前
記検出結果と識別情報と固有情報が抽出されて前記監視
装置に送信され、該検出結果と識別情報と固有情報が監
視装置に表示される。
【００３１】また、請求項１４では、請求項１３に記載
の体温監視システムにおいて、前記トランスポンダの書
き換え可能なメモリには、該トランスポンダを所有する
入院患者の氏名と生年月日が前記固有情報として記憶さ
れている体温監視システムを提案する。
【００３２】該体温監視システムによれば、トランスポ
ンダを所有する入院患者の氏名と生年月日が前記メモリ
に記憶されているので、体温の検出結果を容易に入院患
者と結びつけることができる。
【００３３】また、請求項１５では、請求項１に記載の
体温監視システムにおいて、前記トランスポンダの重量
が１０グラム以下に設定されていることを特徴とする請
求項１に記載の体温監視システムを提案する。
【００３４】該体温監視システムによれば、前記トラン
スポンダの重量が１０グラム以下に設定されているた
め、入院患者の身体に常時装着しても患者に負担を与え
ることがない。
【００３５】また、請求項１６では、請求項１に記載の
体温監視システムにおいて、前記監視装置に、各読み取
り器に固有の読み取り器識別情報を記憶する記憶手段
と、該読み取り器識別情報を含めた検出命令を読み取り
器に対して送信する手段とを設けると共に、前記読み取
り器に、自己の読み取り器識別情報を記憶する手段と、
前記受信した検出命令に含まれる読み取り器識別情報と
自己が記憶する読み取り器識別情報とを比較してこれら
が一致したときに質問信号を送信する手段とを設けた体
温監視システムを提案する。
【００３６】該体温監視システムによれば、前記監視装
置から特定の読み取り器を指定して質問信号を送信させ
ることができるので、該読み取り器に対応するベッドの
患者のトランスポンダのみから応答信号を得ることがで
きる。これにより、特定の入院患者のみの体温検出を行
うことができる。
【００３７】また、請求項１７では、請求項１に記載の
体温監視システムにおいて、前記監視領域を２つ以上に
分割した小監視領域毎に、該小監視領域内に配置されて
いる全ての読み取り器と前記監視装置との間に有線接続
された中継装置を設けると共に、前記監視装置に、検出
指示命令を中継装置に対して送信する手段を設けると共
に、前記中継装置に、前記検出指示命令を受信したとき
に各読み取り器に対して検出命令を送信する手段と、各
読み取り器から受信した情報を前記監視装置に送信する
手段とを設け、前記読み取り器は前記検出命令を受信し
たときに前記質問信号を送信する手段を有している体温
監視システムを提案する。
【００３８】該体温監視システムによれば、前記監視領
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9
域が２つ以上に分割された小監視領域毎に中継装置が設
けられる。例えば、病院建物の１フロアーが１つの監視
領域である場合に各入院室が小監視領域とされる。前記
中継装置は小監視領域内に配置されている全ての読み取
り器と前記監視装置との間に有線接続される。これによ
り、前記監視装置から延びる距離の長い配線の数が低減
されると共にインターホンなどの回線も容易に利用可能
となる。前記監視装置から検出指示命令を受信したとき
に前記中継装置は読み取り器に対して検出命令を送信す
ると共にこれによってトランスポンダから得られた体温
の検出結果を前記監視装置に送信する。
【００３９】また、請求項１８では、請求項１に記載の
体温監視システムにおいて、前記監視領域を２つ以上に
分割した小監視領域毎に、該小監視領域内に配置されて
いる全ての読み取り器と前記監視装置との間に有線接続
された中継装置を設けると共に、前記監視装置に、各中
継装置に固有の中継識別情報を記憶する記憶手段と、該
中継識別情報を含めた検出指示命令を中継装置に対して
送信する手段とを設けると共に、前記中継装置に、自己
の中継識別情報を記憶する手段と、前記受信した検出指
示命令に含まれる中継識別情報と自己が記憶する中継識
別情報とを比較してこれらが一致したときに各読み取り
器に対して検出命令を送信する手段と、各読み取り器か
ら受信した情報を前記監視装置に送信する手段とを設
け、前記読み取り器は前記検出命令を受信したときに前
記質問信号を送信する手段を有している体温監視システ
ムを提案する。
【００４０】該体温監視システムによれば、前記監視領
域が２つ以上に分割された小監視領域毎に中継装置が設
けられる。例えば、病院建物の１フロアーが１つの監視
領域である場合に各入院室が小監視領域とされる。前記
中継装置は小監視領域内に配置されている全ての読み取
り器と前記監視装置との間に有線接続される。これによ
り、前記監視装置から延びる距離の長い配線の数が低減
されると共にインターホンなどの回線も容易に利用可能
となる。前記監視装置から検出指示命令を受信したとき
に前記中継装置は読み取り器に対して検出命令を送信す
ると共にこれによってトランスポンダから得られた体温
の検出結果を前記監視装置に送信する。また、前記監視
装置から特定の中継装置を指定して該中継装置に接続さ
れた読み取り器に質問信号を送信させることができるの
で、前記小監視領域内の患者のトランスポンダのみから
応答信号を得ることができる。これにより、特定の小監
視領域内の入院患者のみの体温検出を行うことができ
る。
【００４１】また、請求項１９では、請求項１に記載の
体温監視システムにおいて、前記トランスポンダは接着
布によって入院患者の身体に貼り付けられている体温監
視システムを提案する。
【００４２】該体温監視システムによれば、トランスポ

10
ンダが入院患者の身体に接着布によって貼り付けられる
ので、着脱を容易に行うことができると共に、前記接着
布を交換することにより衛生を保つことができる。
【００４３】
【発明の実施の形態】以下、図面に基づいて本発明の一
実施形態を説明する。
【００４４】本実施形態は、病院において１つのナース
センターの管理下にある複数の病室（入院室）に入院し
ている患者の体温をナースセンターにおいて集中管理で
きる体温監視システムを一例として説明するものであ
る。
【００４５】図１は本発明の第１の実施形態における体
温監視システム全体を示す構成図、図２はその電気系回
路を示すブロック図である。図において、１は病院にお
ける１つの病棟で、５つの病室１ａとこれらの病室１ａ
の患者３を担当する看護婦が待機するナースセンター１
ｂとから構成されている。各病室１ａには６つのベッド
２が配置され、それぞれのベッド２において患者３が療
養する。本実施形態ではこれら５つの病室１ａが監視領
域に設定されてる。
【００４６】また、各患者３の身体の体温検知に適した
箇所には体温検知用のトランスポンダ１１が接着布によ
って貼り付けられ、各患者３のベッド２の上縁部手すり
にはトランスポンダ１１の読み取り器１２が取り付けら
れている。さらに、ナースセンター１ｂには全ての読み
取り器１２に有線接続された監視装置１３が設置されて
いる。これらの各トランスポンダ１１は、後述するよう
に温度センサを備え、読み取り器１２からの指示によっ
て温度の検出結果を周波数１２５ｋＨｚの電磁波を用い
て送信するものである。読み取り器１２は、上記周波数
の電磁波によってトランスポンダ１１との間の通信を行
う装置であり、後述するように監視装置１３からの命令
に基づいて体温の検知結果を読み取る。
【００４７】監視装置１３は、図２に示すように、中央
処理部２１、記憶部２２、入力操作部２３、表示部２
４、インタフェース部２５，２６、切り換え制御回路２
７、切り換えスイッチ回路２８から構成されている。
【００４８】中央処理部２１は、周知のＣＰＵからなり
予め設定されているプログラム及び入力操作部２３を介
して入力された命令に基づいて入院患者３の体温監視処
理を行う。また、中央処理部２１には図示していないが
タイマー回路が設けられ、時計機能を有している。
【００４９】中央処理部２１、記憶部２２、入力操作部
２３及び表示部２４として汎用のパーソナルコンピュー
タを用い、これにインタフェース部２５，２６と切り換
え制御回路２７及び切り換えスイッチ回路２８を接続し
ても良い。
【００５０】中央処理部２１は、インタフェース部２５
を介して切り換えスイッチ回路２８の切片２８ａに接続
されると共に、切り換え制御回路２７を介して切り換え
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11
スイッチ回路２８の切片２８ａの接続先接点２８ｂを選
択できるようになっている。また、切り換えスイッチ回
路２８の複数の接点２８ｂのそれぞれは各読み取り器１
２に有線接続されている。これにより、中央処理部２１
は何れか１つの読み取り器１２を任意に指定して接続す
ることができる。
【００５１】また、中央処理部２１は、インタフェース
部２６を介して外部の書き込み装置１４に接続されてい
る。この書き込み装置１４の電気系回路の構成は、後述
するように読み取り装置１２とほぼ同一である。中央処
理部２１は、書き込み装置１４を介してトランスポンダ
１１の記憶部内の記憶データの書き換えや追加或いは削
除を行うことができる。
【００５２】トランスポンダ１１は、図３(ａ)(ｂ)に示
すように、１０円硬貨程度の円盤状の多層プリント配線
回路基板（以下、単に回路基板と称する）３１を有し、
この内層に円形ループ状のアンテナ３２が埋設されてい
ると共に回路基板３１の表面３１ａに複数のチップ状電
子部品３３とＩＣチップ３４が実装されて構成されてい
る。また、回路基板３１の裏面３１ｂにはチップ状の温
度センサ３５が実装されている。温度センサ３５は例え
ばサーミスタによって構成されている。温度センサ３５
として、サーミスタ以外のものを用いたセンサを実装し
ても良い。また、トランスポンダ１１の重量は全体で１
０グラム以下に設定されている。本出願人が用いている
トランスポンダの重量は現時点で１～２０グラム程度で
あり、センサの種類によって重量が異なるが、今後さら
なる軽量化の可能性がある。また、トランスポンダ１１
を貼り付けたときの患者３の違和感を低減するにはトラ
ンスポンダ１１の重量をできるだけ軽くすることが好ま
しい。
【００５３】上記トランスポンダ１１は電気的な絶縁コ
ーティングが成されており、この状態で接着布を用いて
温度センサ３５が人体表皮に密接するように貼り付けら
れる。
【００５４】トランスポンダ１１の電気系回路は、図４
に示すように、アンテナ３２と、温度センサ３５、アン
テナ切替器４１、整流回路４２、中央処理部４３、記憶
部４４、発信部４５及び検波部４６から構成されてい
る。
【００５５】アンテナ切替器４１は、例えば電子スイッ
チ等から構成され、整流回路４２或いは発信部４５の何
れか一方をアンテナ３２と接続するためのものであり、
中央処理部４３から出力される制御信号によって接続切
替が行われる。また、アンテナ切替器４１は、中央処理
部４３の制御によってアンテナ３２と整流回路４２及び
検波部４６との接続と、アンテナ３２と発信部４５との
接続とを切り替える。
【００５６】整流回路４２は、ダイオード４２１，４２
２と、コンデンサ４２３、抵抗器４２４から構成され、
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周知の全波整流回路を形成している。この整流回路４２
の入力側にはアンテナ切替器４１を介してアンテナ３２
が接続されている。整流回路４２は、アンテナ３２に誘
起した高周波電流を整流して直流電流に変換し、これを
中央処理部４３、記憶部４４及び発信部４５の駆動電源
として出力するものである。
【００５７】中央処理部４３は、周知のＣＰＵ４３１
と、ディジタル／アナログ（以下、Ｄ／Ａと称する）変
換回路４３２、アナログ／ディジタル（以下、Ａ／Ｄと
称する）変換回路４３３から構成されている。ＣＰＵ４
３１は、電源が供給されて駆動し検波部４６から質問信
号を入力するとＡ／Ｄ変換回路４３３を介して温度セン
サ３５から体温の検出結果を取り込み、この検出結果と
自己に固有の識別情報並びに患者の氏名及び生年月日を
含めた応答情報を生成して、この情報をＤ／Ａ変換回路
４３２及び発信部４５を介して応答信号として送信す
る。
【００５８】上記識別情報並びに患者の氏名及び生年月
日は、ＥＥＰＲＯＭ（electricallyerasable programma
ble read-only memory）等の電気的に書き換え可能な不
揮発性の半導体メモリからなる記憶部４４内に記憶され
ており、識別情報は個々のトランスポンダ１１に固有の
識別情報であり、トランスポンダ１１の製造時に記憶部
４４内の書き換え不可に指定された領域に予め記憶され
ている。
【００５９】また、中央処理部４３は、受信した質問信
号の中に後述する書き込み命令と共に書き込み対象情報
が含まれているときには、この書き込み命令に従って記
憶部４４内の情報の書き換えや追加或いは削除を行う。
【００６０】発信部４５は、発振回路４５１、変調回路
４５２及び高周波増幅回路４５３から構成され、発振回
路４５１によって発振された搬送波を、中央処理部４３
から入力した情報信号に基づいて変調回路４５２で変調
し、これを高周波増幅回路４５３及びアンテナ切替器４
１を介してアンテナ３２に供給する。
【００６１】検波部４６はダイオード４６１とＡ／Ｄ変
換器４６２からなり、ダイオード４６１のアノードはア
ンテナ３２に接続され、カソードはＡ／Ｄ変換器４６２
を介して中央処理部４３のＣＰＵ４３１に接続されてい
る。これにより、受信した質問信号は検波部４６によっ
てディジタルデータに変換されてＣＰＵ４３１に入力さ
れる。
【００６２】読み取り器１２の電気系回路は、図５に示
すように、アンテナ５０と、アンテナ切替器５１、受信
部５２、送信部５３、中央処理部５４、インタフェース
部５５から構成されている。
【００６３】アンテナ切替器５１は、例えば電子スイッ
チ等から構成され、受信部５２或いは送信部５３の何れ
か一方をアンテナ５０と接続するためのものであり、中
央処理部５４から出力される制御信号によって接続切替
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が行われる。
【００６４】受信部５２は、受信機５２１とアナログ／
ディジタル（以下、Ａ／Ｄと称する）変換器５２２から
構成され、受信機５２１の入力側はアンテナ切替器５１
を介してアンテナ５０に接続され、トランスポンダ１１
が送信した応答信号を受信して検波した後にＡ／Ｄ変換
器５２２を介して中央処理部５４に出力する。
【００６５】送信部５３は、送信機５３１とディジタル
／アナログ（以下、Ｄ／Ａと称する）変換回路５３２か
ら構成され、送信機５３１は中央処理部５４から入力し
たトランスポンダ１１に対する質問信号を高周波信号に
変換してアンテナ切替器５１を介してアンテナ５０に出
力する。
【００６６】中央処理部５４は、周知のＣＰＵ５４１及
びメモリ５４２から構成され、インタフェース部５５を
介して監視装置１３から入力した命令に基づいて受信部
５２と送信部５３の動作制御を行うと共に各トランスポ
ンダ１１から収集した体温の検知結果を監視装置１３に
出力する。
【００６７】一方、監視装置１３には読み取り器１２を
制御するためのアプリケーションソフトがインストール
されている。このアプリケーションソフトを起動してキ
ーボード或いはマウスを操作し、監視装置１３に命令を
入力することにより、読み取り器１２を動作させてトラ
ンスポンダ１１から体温の検知結果を取得すると共に保
存することができる。また、看護婦などによって、ハー
ドディスク装置等の記憶部２２には上記アプリケーショ
ンソフトを用いて予め各トランスポンダ１１の識別情報
に対応させてトランスポンダ１１を所有する患者の氏名
と生年月日が記憶させてある。これにより、上記アプリ
ケーションソフトは読み取り器１２から入力した体温検
知データを各トランスポンダ１１の識別情報に対応させ
てハードディスク装置等の記憶部２２に保存することが
できる。
【００６８】上記構成による本実施形態の動作を図６乃
至図９のフローチャートを参照しながら以下に説明す
る。
【００６９】本システムを使用する前に各読み出し器１
２が取り付けられているベッド番号及び病室番号と切り
換えスイッチ回路２８の接点番号とを対応付けて前記ア
プリケーションソフトに登録しておく。さらに、トラン
スポンダ１１を患者３に貼り付ける際にトランスポンダ
１１の記憶部４４に患者の氏名と生年月日を書き込んで
おく。トランスポンダ１１の記憶部４４に情報を書き込
むときには、書き込み装置１４の近傍にトランスポンダ
１１を配置して、監視装置１３のアプリケーションソフ
トの書き込み処理を起動する。アプリケーションソフト
の書き込み処理では、図６に示すように、トランスポン
ダ１１への書き込み処理において、まずトランスポンダ
１１に対して情報読み出し命令を含めた質問信号を送信
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し記憶部４４内の情報を含む応答信号を受信する（ＳＡ
１）。次いで、応答信号に含まれる識別情報と記憶部４
４の記録情報とを抽出して表示する（ＳＡ２）。これに
より、書き込み操作を行っている看護婦は、トランスポ
ンダ１１の記憶部４４に記録されている情報を見ること
ができる。この後、看護婦はこの表示された情報を修正
画面において書き換えて書き込み命令を入力する。監視
装置１３は、前記修正画面を表示してる間に入力処理を
行い（ＳＡ３）、書き込み命令が入力されたときに（Ｓ
Ａ４）、修正画面において修正された情報を記憶部２２
に記憶（ＳＡ５）した後に、この情報と書き込み命令と
を書き込み装置１４に出力して情報の書き込みを行う
（ＳＡ６）。
【００７０】ここで、前記ＳＡ５の処理において情報を
記憶部２２に記憶するときは、患者の病室及びベッド番
号の入力が促され、入力された病室及びベッド番号に対
応させてトランスポンダ１１の識別情報と患者の氏名及
び生年月日などの情報が記憶される。
【００７１】体温の検出を行うときは、看護婦は、監視
装置１３を動作させて上記アプリケーションソフトの検
出処理を起動した後に、キーボード或いはマウスを使用
して体温検知データ収集命令を入力する。このとき、全
てのトランスポンダ１１から体温検知データを収集する
か或いは特定の１つ以上のトランスポンダ１１から検知
データを収集するのかを選択することができる。特定の
トランスポンダ１１から検知データを収集する場合は、
病室の番号を指定するとこの病室の患者の氏名、生年月
日、トランスポンダ１１の識別情報が表示されるので、
任意の患者を指定して体温検知データ収集対象に追加す
る。他の病室の患者の体温も同時に検出するときは、同
様に病室の番号を指定した後に患者を指定して体温検知
データ収集対象に追加する。
【００７２】上記アプリケーションの検出処理が起動す
ると、監視装置１３は体温検出命令が入力されたか否か
を監視し（ＳＢ１）、体温検出命令が入力されたときは
接続先の読み取り器１２に対応して切り換えスイッチ２
８の接続を切り換えた（ＳＢ２）後に、読み取り器１２
に対して体温検出命令を送信し（ＳＢ３）、読み取り器
１２からの応答信号を受信したか否かを監視する（ＳＢ
４）。
【００７３】読み取り器１２は体温検出命令を受信した
か否かを常に監視し（ＳＣ１）、監視装置１３から送信
された体温検出命令を受信すると質問信号を送信する
（ＳＣ２）。
【００７４】この後、読み取り器１２は、応答信号受信
処理を行い（ＳＣ３）、応答信号を受信したか否かを判
定する（ＳＣ４）。
【００７５】読み取り器１２から質問信号が送信された
ときに患者３がベッド２に就いていればこの患者３のト
ランスポンダ１１は体温の検出を行い（ＳＤ１，ＳＤ
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２）、応答信号を送信する（ＳＤ３）。しかし、読み取
り器１２から送信される電波の高周波出力は微弱である
ため、患者３がベッド２から離れていると応答信号を送
信できない。
【００７６】読み取り器１２は、応答信号を受信したと
きは、応答信号に含まれているトランスポンダ１１の識
別情報と体温の検知結果及び患者３の氏名並びに生年月
日などの情報を抽出して監視装置１２に送信する（ＳＣ
５）。また、トランスポンダ１１からの応答信号を受信
できなったときは、図１０に示すように応答無しのメッ
セージを監視装置１２に送信する（ＳＣ６）。
【００７７】監視装置１２は、読み取り器１２からの応
答を受信するとトランスポンダ１１からの応答が得られ
たか否かを判定する（ＳＢ５）。この判定の結果、応答
が得られなかったときは病室及びベッドの番号、患者３
の氏名、生年月日、検出処理実行時刻と共にこれらに対
応させて応答無しのメッセージを表示部２４の画面に表
示する（ＳＢ６）。
【００７８】また、トランスポンダ１１からの応答が得
られたときは、応答信号から検出結果などの情報を抽出
して記憶情報と比較することにより患者３の氏名並びに
生年月日などの情報の正否を判定する（ＳＢ７，ＳＢ
８）。即ち、検出対象となる患者３以外の他の患者３が
患者同士の談話等のためにベッド２の近くに居た場合、
誤って対象外の患者から体温が検出されることがあるた
め、記憶部２２に記憶されている情報と読み取り器１２
から受信した情報とを比較して誤りの有無を判定する。
【００７９】この判定の結果、受信情報と記憶情報とが
一致したとき、即ちトランスポンダ１１の識別情報並び
に患者３の氏名及び生年月日などの情報が一致したとき
に、検出結果を検出実行時刻と共に記憶部２２に保存す
ると共に、これらを図１０に示すように病室及びベッド
の番号に対応させて表示部２４の画面に表示する（ＳＢ
９）。また、受信情報と記憶情報とが一致しないときは
この旨のメッセージを病室及びベッドの番号に対応させ
て表示する（ＳＢ１０）。
【００８０】次に、監視装置１３は、検出対象として設
定された全ての患者３の体温検出を終了したか否かを判
定し（ＳＢ１１）、終了していないときは前記ＳＢ２の
処理に移行して同様の処理を続行し、全ての体温検出が
終了したときは検出処理を終了する。
【００８１】前述したように、第１の実施形態によれ
ば、病院や老人ホームなどの入院施設内における複数の
入院患者３の体温をナースセンター１ｂにおいて集中監
視できるため、看護婦の仕事において毎日の体温測定に
かかる時間を削減することができ、この削減できた時間
をこれ以外の仕事に当てることができる。
【００８２】尚、前述したような検出の誤りを防止する
ために、読み取り器１２からトランスポンダ１１の識別
情報を指定した質問信号を送信し、識別情報を指定され
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たトランスポンダ１１のみが応答信号を送信するように
しても良い。
【００８３】また、監視装置１３のアプリケーションソ
フトによって毎日決まった時刻に自動的に体温検出処理
を実行するようにしても良い。
【００８４】また、各ベッド２毎にナースセンタ１ｂと
接続される個別のインターホン回線が備わっているとき
は、このインターホン回線を用いて読み取り器１２と監
視装置１３とを有線接続するようにしても良い。
【００８５】さらに、体温検出できなかった患者３に対
して自動的に検出処理を行うようにしても良い。
【００８６】次に、本発明の第２の実施形態を説明す
る。
【００８７】第２の実施形態のシステム構成では、前述
した第１の実施形態におけるトランスポンダ１１と読み
取り器１２との間のワイヤレス通信を電磁波に代えて超
音波を用いて行うようにした。その他の構成は第１の実
施形態と同様である。
【００８８】第２の実施形態におけるトランスポンダ１
１Ａは、図１１に示すように、中央処理部６１と、記憶
部６２、超音波送信部６３、超音波受信部６４、温度セ
ンサ６５、電池６６とから構成され。電池６６から各部
に電源が供給されている。
【００８９】中央処理部６１は、周知のＣＰＵ６１１
と、Ｄ／Ａ変換回路６１２、Ａ／Ｄ変換回路６１３，６
１４から構成され、ＣＰＵ６１１は超音波受信部６４及
びＡ／Ｄ変換回路６１３を介して読み取り器からの質問
信号を受信するとＡ／Ｄ変換回路６１４を介して温度セ
ンサ６５から体温の検出結果を取り込み、この検出結果
と自己に固有の識別情報並びに患者の氏名及び生年月日
を含めた応答情報を生成して、この情報をＤ／Ａ変換回
路６１２及び超音波送信部６３を介して応答信号として
送信する。
【００９０】上記識別情報並びに患者の氏名及び生年月
日は、ＥＥＰＲＯＭ（electricallyerasable programma
ble read-only memory）等の電気的に書き換え可能な不
揮発性の半導体メモリからなる記憶部６２内に記憶され
ており、識別情報は個々のトランスポンダ１１Ａに固有
の識別情報であり、トランスポンダ１１Ａの製造時に記
憶部６２内の書き換え不可に指定された領域に予め記憶
されている。
【００９１】また、中央処理部６１は、受信した質問信
号の中に後述する書き込み命令と共に書き込み対象情報
が含まれているときには、この書き込み命令に従って記
憶部６２内の情報の書き換えや追加或いは削除を行う。
【００９２】超音波送信部６３は、中央処理部６１から
入力した情報信号に基づいて例えば３０ＫＨｚの搬送波
を変調して超音波として輻射する。超音波受信部６４
は、変調された３０ＫＨｚの超音波を復調してＡ／Ｄ変
換回路６１３に出力する。また、超音波送信部６３及び



(10) 特開２００１－３１４３７８

10

20

30

40

50

17
超音波受信部６４には電歪型振動子を用いた超音波セン
サが使用されている。
【００９３】一方、第２の実施形態における読み取り器
１２Ａは、図１２に示すように、第１の実施形態におけ
る読み取り器１２の受信機５２１と送信機５３１に代え
て、超音波受信機５２３と超音波送信機５３３を設けた
構成となっている。これらの超音波送信機５３３と超音
波受信機５２３にはそれぞれ電歪型振動子が使用され、
超音波送信機５３３は電気信号を３０ＫＨｚの超音波に
変換して送信し、超音波受信機５２３は３０ＫＨｚの超
音波を受信して電気信号に変換して出力する。
【００９４】この他の構成及び動作は前述した第１の実
施形態と同じであるのでその説明を省略する。
【００９５】第２の実施形態では、トランスポンダ１１
Ａと読み取り器１２Ａとの間のワイヤレス通信に超音波
を用いているので、電磁波の輻射は殆ど生じないため医
療電子機器への影響は全く生じない。
【００９６】次に、本発明の第３の実施形態を説明す
る。
【００９７】第３の実施形態のシステム構成では、各病
室毎に１つの中継装置を設け、この中継装置と病室内の
全ての読み取り器を接続し、全ての中継装置と監視装置
とを有線接続すると共に、各中継装置に固有の中継識別
情報を割り当て、監視装置１３から特定の病室１ａを指
定して体温検出を行えるようにした。
【００９８】図１３は、第３の実施形態における体温監
視システムの電気系回路を示すブロック図である。図に
おいて、前述した第１の実施形態と同一構成部分は同一
符号をもって表しその説明を省略する。
【００９９】図に示すように各病室１ａには１台の中継
装置１５が設けられ、病室内の全ての読み取り器１２が
中継装置に接続されている。また、各病室１ａの中継装
置１５はナースセンター１ｂに設けられている監視装置
１３に接続されている。
【０１００】中継装置１５は、図１４に示すように、中
央処理部７１と、記憶部７２、ディップスイッチ７３、
インタフェース部７４，７５、切り換え制御回路７６、
切り換えスイッチ回路７７から構成されている。
【０１０１】中央処理部７１は、周知のＣＰＵからなり
予め設定されているプログラム及び監視装置１３から受
信した命令に基づいて読み取り器１２を駆動して入院患
者３の体温検出処理を行うと共にインタフェース部７４
を介して検出結果を監視装置１３に送信する。
【０１０２】また、中央処理部７１は、インタフェース
部７５を介して切り換えスイッチ回路７７の切片７７ａ
に接続されると共に、切り換え制御回路７６を介して切
り換えスイッチ回路７７の切片７７ａの接続先接点７７
ｂを選択できるようになっている。また、切り換えスイ
ッチ回路７７の複数の接点７７ｂのそれぞれは各読み取
り器１２に有線接続されている。これにより、中央処理
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部７１は何れか１つの読み取り器１２を任意に指定して
接続することができる。
【０１０３】また、ディップスイッチ７３には、システ
ム設置時において中継装置１５の設置されている病室の
番号が中継装置１５に固有の中継識別情報としてディッ
プスイッチ７３に設定されている。これにより、中央処
理部７１はディップスイッチ７３の設定値を読み取るこ
とによって自己に割り当てられた病室番号を認識でき、
監視装置１３は任意の中継装置１５を指定して体温検出
処理を行うことができる。
【０１０４】また、監視装置１３においては、病室番号
と切り換えスイッチ回路７７の接点番号が対応付けて前
記アプリケーションソフトに登録されている。
【０１０５】前述の構成よりなるシステムによれば、各
中継装置１５は監視装置１３から指定されたベッド番号
に対応する読み取り器１２を駆動して体温の検出を行
い、その検出結果を監視装置１３に送信する。その他の
処理動作は前述した第１の実施形態とほぼ同様である。
【０１０６】第３の実施形態によれば、各病室毎に中継
装置１５を設けたので、第１の実施形態に比べて病室１
ａとナースセンタ１ｂとの間の有線配線の本数を低減す
ることができる。このため既存施設へのシステム設置を
容易に行うことができる。
【０１０７】尚、各病室１ａ毎にナースセンタ１ｂと接
続されるインターホン回線が備わっているときは、この
インターホン回線を用いて中継装置１５と監視装置１３
とを有線接続するようにしても良い。これにより、シス
テム設置をさらに容易に行うことができる。
【０１０８】次に、本発明の第４の実施形態を説明す
る。
【０１０９】第４の実施形態では、第３の実施形態に比
べて、各病室１ａとナースセンタ１ｂとの間の有線配線
をさらに低減できる構成と成した。即ち、第４の実施形
態のシステムでは、図１５に示すように、切り換え制御
回路２７と切り換えスイッチ回路２８を除去した監視装
置１３Ａを備え、監視装置１３Ａと各中継装置１５がバ
ス接続されている。即ち、監視装置１３のインタフェー
ス部２５に接続される１組の配線（信号線とＧＮＤ線）
１６に各中継装置１５のインタフェース部７４が接続さ
れている。さらに、各中継装置１５は自己のディップス
イッチ７３に設定されている病室番号が監視装置１３か
ら指定されたときにのみ体温検出処理の動作を行うよう
にプログラムされている。その他の処理動作は前述した
第３の実施形態とほぼ同様である。
【０１１０】次に、本発明の第５の実施形態を説明す
る。
【０１１１】図１６は第５の実施形態における体温監視
システムの電気系回路を示すブロック図、図１７は第５
の実施形態における読み取り器１２Ｃの電気系回路を示
すブロック図である。図において、前述した第１の実施
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形態と同一構成部分は同一符号をもって表しその説明を
省略する。また、第５の実施形態のシステム構成では、
各読み取り器１２と監視装置１３との間をバス接続する
と共に各読み取り器１２に対して各読み取り器１２に固
有の読み取り器識別情報を割り当て、監視装置１３から
特定の読み取り器１２を指定して体温検出を行えるよう
にした。各病室１ａとナースセンタ１ｂとの間の有線配
線を低減できる構成と成した。
【０１１２】即ち、第５の実施形態のシステムでは、図
１６に示すように、切り換え制御回路２７と切り換えス
イッチ回路２８を除去した監視装置１３Ｂを備え、監視
装置１３Ｂと各読み取り器１２Ｃがバス接続されてい
る。即ち、監視装置１３Ｂのインタフェース部２５に接
続される１組の配線（信号線とＧＮＤ線）１６に各読み
取り器１２Ｃのインタフェース部５５が接続されてい
る。さらに、各読み取り器１２ＣにはＣＰＵ５４１に接
続されたディップスイッチ５６が設けられており、この
ディップスイッチ５６には病室番号とベッド番号が、各
読み取り器１２Ｃに固有の読み取り器識別情報として設
定されている。これにより、ＣＰＵ５４１はディップス
イッチ５６の設定値を読み取ることによって自己の識別
情報を認識することができる。また、各読み取り器１２
Ｃは、自己の識別情報として割り当てられている病室番
号とベッド番号が監視装置１３Ｂから指定されたときに
のみに体温検出処理の動作を行うようにプログラムされ
ている。その他の処理動作は前述した第１の実施形態と
ほぼ同様である。
【０１１３】次に、本発明の第６の実施形態を説明す
る。
【０１１４】図１８は第６の実施形態における体温監視
システムの電気系回路を示すブロック図、図１９は第６
の実施形態における監視装置を示す外観図である。図に
おいて、前述した第５の実施形態と同一構成部分は同一
符号をもって表しその説明を省略する。また、第６の実
施形態と第５の実施形態との相違点は、第６の実施形態
のシステム構成では各病室１ａ毎に監視装置１３Ｃを設
けたことである。
【０１１５】監視装置１３Ｃは、図１９に示すように、
厚手の文庫本程度の大きさを有するケーシング８１内に
電子回路が収容され、ケーシング８１の表面には表示器
８２と、電源スイッチ８３、電源ランプ８４、測定スイ
ッチ８５、リセットスイッチ８６が設けられている。こ
の監視装置１３Ｃは、病室１ａの入り口近傍の壁に取り
付けられ、病室内の各ベッド２の読み取り器１２Ｃに有
線接続されている。
【０１１６】監視装置１３Ｃの電気系回路は、図１８に
示すように、前述した第５の実施形態の監視装置１３Ｂ
の構成からインタフェース部２６を除去した構成であ
り、表示部２４に表示器８２が含まれ、入力操作部２３
に測定スイッチ８５とリセットスイッチ８６が含まれ *

20
*る。
【０１１７】また、監視装置１３Ｃの動作プログラム
は、測定スイッチ８５がオンされたときに各読み取り器
１２Ｃを動作させて体温の検出処理を行い、検出結果を
表示器８２に表示する処理を行い、リセットスイッチ８
６がオンされたときには表示を消去して測定スイッチ８
５がオンされるまで待機状態を維持する。
【０１１８】上記構成のシステムによれば、前述した第
１乃至第５の実施形態に比べて体温集中監視の領域は狭
まるが、既存施設への設置を容易に行うことができる。
さらに、必要なときに瞬時に体温検出を行うことができ
るので、従来、体温検出にかかっていた時間を大幅に削
減することができる。
【０１１９】尚、前述した各実施形態は本願発明の一具
体例であり、本願発明がこれらのみに限定されないこと
は言うまでもないことである。
【０１２０】
【発明の効果】以上説明したように本発明の請求項１乃
至請求項１９に記載の体温監視システムによれば、病院
や老人ホームなどの入院施設内における複数の入院患者
の体温を集中監視可能であるため、看護婦の仕事におい
て毎日の体温測定にかかる時間を削減できる、この削減
できた時間をこれ以外の仕事に当てることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態における体温監視シス
テム全体を示す構成図
【図２】本発明の第１の実施形態における体温監視シス
テム全体の電気系回路を示すブロック図
【図３】本発明の第１の実施形態におけるトランスポン
ダを示す外観図
【図４】本発明の第１の実施形態におけるトランスポン
ダの電気系回路を示すブロック図
【図５】本発明の第１の実施形態における読み取り器の
電気系回路を示すブロック図
【図６】本発明の第１の実施形態における監視装置のト
ランスポンダへの情報書き込み処理を説明するフローチ
ャート
【図７】本発明の第１の実施形態における監視装置の体
温検出処理を説明するフローチャート
【図８】本発明の第１の実施形態における読み取り器の
体温検出処理を説明するフローチャート
【図９】本発明の第１の実施形態におけるトランスポン
ダの体温検出処理を説明するフローチャート
【図１０】本発明の第１の実施形態における監視装置の
検出結果表示例を示す図
【図１１】本発明の第２の実施形態におけるトランスポ
ンダの電気系回路を示すブロック図
【図１２】本発明の第２の実施形態における読み取り器
の電気系回路を示すブロック図
【図１３】本発明の第３の実施形態における体温監視シ
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ステムの電気系回路を示すブロック図
【図１４】本発明の第３の実施形態における中継装置の
電気系回路を示すブロック図
【図１５】本発明の第４の実施形態における体温監視シ
ステムの電気系回路を示すブロック図
【図１６】本発明の第５の実施形態における体温監視シ
ステムの電気系回路を示すブロック図
【図１７】本発明の第５の実施形態における読み取り器
の電気系回路を示すブロック図
【図１８】本発明の第６の実施形態における体温監視シ
ステムの電気系回路を示すブロック図
【図１９】本発明の第６の実施形態における監視装置を
示す外観図
【符号の説明】
１…病棟、１ａ…病室、１ｂ…ナースセンタ、２…ベッ
ド、３…患者、５…体温監視領域、１１，１１Ａ…トラ
ンスポンダ、１２，１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃ…読み取り
器、１３，１３Ａ，１３Ｂ，１３Ｃ…監視装置、１４…
書き込み装置、１５…中継装置、２１…中央処理部、２
２…記憶部、２３…入力操作部、２４…表示部、２５，
２６…インタフェース部、２７…切り換え制御回路、２*
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*８…切り換えスイッチ回路、３１…回路基板、３２…ア
ンテナ、３３…チップ状電子部品、３４…ＩＣチップ、
３５…温度センサ、４１…アンテナ切替器、４２…整流
回路、４３…中央処理部、４４…記憶部、４５…発信
部、４６…検波部、４３１…ＣＰＵ、４３２…ディジタ
ル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換回路、４３３…アナログ／
ディジタル（Ａ／Ｄ）変換回路、５０…アンテナ、５１
…アンテナ切替器、５２…受信部、５３…送信部、５４
…中央処理部、５５…インタフェース部、５２１…受信
機、５２２アナログ／ディジタル（Ａ／Ｄ）変換器、５
２３…超音波受信機、５３１…送信機、５３２…ディジ
タル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換回路、５３３…超音波送
信機、６１…中央処理部、６２…記憶部、６３…超音波
送信部、６４…超音波受信部、６５…温度センサ、６６
…電池、７１…中央処理部、７２…記憶部、７３…ディ
ップスイッチ、７４，７５…インタフェース部、７６…
切り換え制御回路、７７…切り換えスイッチ回路、８１
…ケーシング、８２…表示器、８３…電源スイッチ、８
４…電源ランプ、８５…測定スイッチ、８６…リセット
スイッチ。

【図１】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种体温监测系统，其能够容易地执行住院患者的日
常体温测量及其管理。 解决方案：由病房1中的一个护理中心1b管理的
五个病房1a在每个病床1a中的每张床2中都设有读取设备12，作为体温
监测区域5，并且在护理中心1b中安装了监视设备13。 它被安装并且每
个读取器12和监视设备13通过电线连接。 另外，在每个患者3上，在适
合使用胶布等进行体温检测的位置，安装有具备用于体温检测的温度传
感器的小型应答器11。 每个读取器12通过来自监视装置13的命令信号进
行操作以发送查询信号，监视装置13收集来自应答器11的响应信号中所
包括的体温的检测结果，并且显示并存储该检测结果。 。
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